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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 着用したときに下腹部を平坦なシルエットとするシェイプアップ機能付きボトムスにお
いて、
　両脇ポケットの袋布を前身頃の前中心の裏側に縫付けて、前記袋布の下腹に当る部分に
は伸縮性のない生地を用い、その他の腹部の部分には伸縮性を有する生地を用いたことを
特徴とするシェイプアップ機能付きボトムス。
【請求項２】
 着用したときに下腹部を平坦なシルエットとし、かつ、ヒップ部分が持上げられるシェ
イプアップ機能付きボトムスにおいて、
　両脇ポケットの袋布を前身頃の前中心の裏側に縫付けて、前記袋布の下腹に当る部分に
は伸縮性のない生地を用い、その他の腹部の部分には伸縮性を有する生地を用いて、かつ
後身頃の裏側にバックガードルとしてパワーネット生地を用いてヒップ部分を持上げるよ
うにカーブさせて縫付けたことを特徴とするシェイプアップ機能付きボトムス。
【請求項３】
　前記バックガードルは、股下７ｃｍ以上１０ｃｍ未満としたことを特徴とする請求項２
に記載のシェイプアップ機能付きボトムス。
【請求項４】
　前記バックガードルは、前記バックガードルのベルト部側の上部で、かつ、後身頃の裏
側において、パワーネット生地にダーツを設けたことを特徴とする請求項２に記載のシェ
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イプアップ機能付きボトムス。
【請求項５】
　前記バックガードルには、股座部分から後中心に沿って弾性材が所定の長さに亘って縫
付けられていることを特徴とする請求項２に記載のシェイプアップ機能付きボトムス。
【請求項６】
　前記バックガードルは、前記バックガードルのベルト部側の上部で、かつ、後身頃の裏
側において、パワーネット生地にダーツを設け、かつ、ヒップ部分を持上げるようにカー
ブさせてヒップラインの部分は部分的に二重にして縫付けたことを特徴とする請求項２に
記載のシェイプアップ機能付きボトムス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ズボン（パンツ）・スカート等のボトムスの下腹部やヒップ部を締め付ける
ことによって、下腹部やヒップラインを美しく見せることができるシェイプアップ機能付
きボトムスに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ボトムス、特に婦人用ズボン（パンツ）においては、着用したときにヒップラインが締
まって高い位置にあった方が、若々しく見栄えが良い。しかし、肉体の方は年齢とともに
ヒップ部分が下がって行くため、パンツを着用したときのヒップラインも次第に下がって
若々しさを失って行く。また、下腹部は締まって見えた方が見栄えが良いが、これも人に
よっては弛んできてパンツを着用したときに出っ張って見える。
【０００３】
　そこで、特許文献１においては、弾力性布等を用いて腹・下腹・腰の脂肪が引き締め合
い、尻左右の脂肪を個別に引き締め上げ、背筋を伸ばす矯正着としての補整着を提案して
いる。この補整着はＴバックの尻中央部分が腹部部分と引き合うように縫製され、また腰
部分と下腹部部分が引き合うように縫製され、さらに尻中央部分と下腹部部分が股下部分
を介して縫製されることによって、全体が連動され引き合うことによって皮下脂肪が引き
締められるものとしている。
【特許文献１】特開２００２－２２７００４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の補整着においては、その上に着用するボトムス
（パンツ・スカート等）に当りが出て見栄えが悪く、着け心地も良くない。また、通常の
下着の上に補整着を着用し、その上にさらに通常のボトムスを着用しなければならず、着
脱が面倒であるという問題点があった。
【０００５】
　そこで、本発明は、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良く下腹部やヒップ部
分を引き締めてスタイル良く見せることができるシェイプアップ機能付きボトムスを提供
することを課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、両脇ポケットの袋布を前
身頃の前中心の裏側に縫付けて、前記袋布の下腹に当る部分には伸縮性のない生地を用い
、その他の腹部の部分には伸縮性を有する生地を用いたものである。
【０００７】
　請求項２の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、両脇ポケットの袋布を前
身頃の前中心の裏側に縫付けて、前記袋布の下腹に当る部分には伸縮性のない生地を用い
、その他の腹部の部分には伸縮性を有する生地を用いて、かつ後身頃の裏側にバックガー
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ドルとしてパワーネット生地を用いてヒップ部分を持上げるようにしたものである。
【０００８】
　請求項３の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの前記バックガードルは股下
７ｃｍ以上１０ｃｍ未満としたものである。
【０００９】
　請求項４の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの前記バックガードルは、前
記バックガードルのベルト部側の上部で、かつ、後身頃の裏側において、パワーネット生
地にダーツを設けたものである。
【００１０】
　請求項５の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの前記バックガードルには、
股座部分から後中心に沿って弾性材が所定の長さに亘って縫付けられているものである。
【００１１】
　請求項６の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの前記バックガードルは、前
記バックガードルのベルト部側の上部で、かつ、後身頃の裏側において、パワーネット生
地にダーツを設け、かつ、ヒップ部分を持上げるようにカーブさせてヒップラインの部分
は部分的に二重にして縫付けたものである。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、両脇ポケットの袋布が前
身頃の前中心の裏側に縫付けられて、袋布の下腹に当る部分には伸縮性のない生地を用い
、その他の腹部の部分には伸縮性を有する生地を用いている。これによって、着用したと
きに下腹に当る部分の生地に伸縮性がないために、下腹が出ている人でも押え付けられて
平坦な下腹部のシルエットが得られる。
【００１３】
　このようにして、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良く下腹部を引き締めて
スタイル良く見せることができるシェイプアップ機能付きボトムスとなる。
【００１４】
　請求項２の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、両脇ポケットの袋布を前
身頃の前中心の裏側に縫付けて、袋布の下腹に当る部分には伸縮性のない生地を用い、か
つ、後身頃の裏側にバックガードルとしてパワーネット生地を用いてヒップ部分を持上げ
るようにカーブさせて縫付けたものである。
【００１５】
　即ち、本発明のシェイプアップ機能付きボトムスは、着用したときに下腹に当る部分の
生地が伸縮性がないために、下腹が出ている人でも押え付けられて平坦な下腹部のシルエ
ットが得られるとともに、パワーネット生地からなるバックガードルによって、ヒップ部
分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げられて、美しいヒップラインが形成される。
【００１６】
　このようにして、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良く下腹部を引き締める
とともにヒップラインを持ち上げてスタイル良く見せることができるシェイプアップ機能
付きボトムスとなる。
【００１７】
　請求項３の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、バックガードルを股下７
ｃｍ以上１０ｃｍ未満としたものである。したがって、請求項２に記載の効果に加えて、
バックガードルの股下が７ｃｍ未満であると、短すぎてヒップラインを持ち上げる効果が
得られ難く、またバックガードルの股下が１０ｃｍ以上であると長すぎてパワーネット生
地による締め付けて持ち上げる効果がヒップ部分まで及ばない。即ち、短すぎず長すぎず
適度な股下長さとすることによって、ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げ
られて、美しいヒップラインが形成される。
【００１８】
　このようにして、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良くヒップラインを持ち
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上げてスタイル良く見せることができるシェイプアップ機能付きボトムスとなる。
【００１９】
　請求項４の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、後身頃の裏側にバックガ
ードルとしてパワーネット生地を用いて前記バックガードルのベルト部側の上部において
パワーネット生地にダーツを設け、かつ、ヒップ部分を持上げるようにしたものである。
したがって、請求項２に記載の効果に加えて、ダーツ部分のみは後身頃に縫付けられてい
ないため、ダーツ部分の伸縮によってヒップ部分を立体的に見せることができ、かつヒッ
プ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げられて、美しいヒップラインが形成される
。また、構造が簡単なため製造が容易であり、製造コストを低減することができる。
【００２０】
　このようにして、簡単な構造で製造もより容易であって低コスト化でき、通常の下着の
上に直接着用するだけで着心地良くヒップラインを持ち上げてスタイル良く見せることが
できるシェイプアップ機能付きボトムスとなる。
【００２１】
　請求項５の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、バックガードルには股座
部分から後中心に沿って弾性材が所定の長さに亘って縫付けられているものである。ここ
で、「弾性材」としては、ゴムベルト、ゴム紐、ゴムテープ等がある。このように、請求
項２に記載の効果に加えて、バックガードルの後中心の股座部分から上に弾性材を縫付け
ることによって、この部分がギャザーになりヒップ部分の丸みを強調して包み込むことが
でき、ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げられて、美しいヒップラインが
形成される。
【００２２】
　このようにして、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良くヒップラインを持ち
上げてスタイル良く見せることができるシェイプアップ機能付きボトムスとなる。
【００２３】
　請求項６の発明にかかるシェイプアップ機能付きボトムスは、後身頃の裏側にバックガ
ードルとしてパワーネット生地を用いて前記バックガードルのベルト部側の上部において
パワーネット生地にダーツを設け、かつ、ヒップ部分を持上げるようにカーブさせてヒッ
プラインの部分は部分的に二重にして縫付けたものである。これによって、請求項２に記
載の効果に加えて、着用したときにパワーネット生地からなるバックガードルによって、
ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げられて、美しいヒップラインが形成さ
れる。また、バックガードルの左右の上端においてパワーネット生地にダーツが設けられ
ているため、ダーツ部分の伸縮によってヒップ部分を立体的に見せることができ、より美
しいヒップラインが形成される。
【００２４】
　このようにして、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良くヒップラインを持ち
上げてスタイル良く見せることができるシェイプアップ機能付きボトムスとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しつつ説明する。以下に示す本発明の
各実施の形態は、本発明のシェイプアップ機能付きボトムスを主に婦人用パンツ（ズボン
）に適用した場合を例示するものである。
【００２６】
実施の形態１
　まず、本発明の実施の形態１について、図１乃至図４を参照して説明する。
【００２７】
　図１は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての婦人用
パンツを正面から見た全体図である。図２は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアッ
プ機能付きボトムスの両脇ポケット袋布の一方（右側脇ポケット）を透視して見た状態を
示す透視図である。図３（ａ），（ｂ）は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ
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機能付きボトムスの両脇ポケット袋布の一方（右側脇ポケット）の作製方法を示す説明図
、（ｃ）は使用状態を示す説明図である。図４は本発明の実施の形態１にかかるシェイプ
アップ機能付きボトムスの展開仕様を示す図である。
【００２８】
　図１に示されるように、本実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとし
ての婦人用パンツ１は、ベルト部２に複数のベルト通し３が取付けられ、両脇にファスナ
ー付き脇ポケット４が設けられている。これらのファスナー付き脇ポケット４の袋布５は
、前中心（ＦＣ）の前ファスナーの脇に縫付けられている。なお、両脚部下端の裾部分は
ロックルイス始末されている。
【００２９】
　図２に示されるように、この袋布５は１枚の裏布と３枚の表布が縫い合わされることに
よって形成されている。表布を構成する３枚の生地５ａ，５ｂ，５ｃのうち、生地５ａは
伸縮性の多少ある生地であるが、生地５ｂ，５ｃは伸縮性の全くない特殊な生地が用いら
れており、これら３枚の生地５ａ，５ｂ，５ｃはそれぞれの境界で約１ｃｍ重ねられて、
ジグザグに縫い合わされている。こうしてできた３枚の生地５ａ，５ｂ，５ｃからなる表
布が、１枚の裏布５ｄに周辺を縫付けられて袋布５となり、この袋布５は想像線で示され
るようにベルト部２と前ファスナー取付け部９と脇線Ｓとに縫付けられている。なお、裏
布５ｄは生地５ａと同様の伸縮性の多少ある生地からなる。
【００３０】
　ここで、ベルト部２ｂには伸縮性の全くない生地５ｂが縫付けられるため、ベルト部２
ｂの芯としても伸縮性のないインベル芯が用いられ、一方ベルト部２ａには伸縮性のある
生地５ａが縫付けられるため、ベルト部２ａの芯としても伸縮性のあるゴム芯が用いられ
る。これらのインベル芯とゴム芯は縫付けられて繋ぎ合わされ、その上にベルト通し３が
取付けられて縫い目を覆い隠している。さらに、生地５ａの縫合されない斜めの線は想像
線で示されるようにファスナー付きの脇ポケット口４を形成しており、同じく想像線で示
される前身頃の一部６と対向する前身頃との間にファスナーが取付けられる。
【００３１】
　これを斜視図で表すと、図３（ａ）に示されるように３枚の生地５ａ，５ｂ，５ｃから
なる表布が１枚の裏布５ｄに周辺を縫付けられて、図３（ｂ）に示されるように袋布５と
なり、図３（ｃ）に示されるように脇ポケット４として使用される。
【００３２】
　さらに婦人用パンツ１の全体構造とその効果について、図４を参照して説明する。図４
に示されるように、ゴム芯のベルト部２ａとインベル芯のベルト部２ｂの縫着部には、前
述の如くベルト通し３が取付けられて縫い目を覆い隠している。前中心（ＦＣ）のベルト
部にはカギホックの雄側８と雌側７がそれぞれ縫付けられ、これらを嵌合させることによ
って前明を閉じることができ、前ファスナー９を閉じて着用することができる。
【００３３】
　ここで、前中心ＦＣと脇線Ｓの間の裏側には破線で示されるように袋布５が縫付けられ
ており（図示省略されているが、前中心ＦＣの反対側も同様である。）、図２で説明した
ように、袋布５の表布の一部即ち生地５ｂ，５ｃは伸縮性が全くないため、この婦人用パ
ンツ１を着用することによって前中心ＦＣの両脇（腹部中心線）と下腹部が押え付けられ
て、腹部・下腹部が出ている人でも美しい平坦な腹部・下腹部のシルエットが得られる。
【００３４】
　このようにして、本実施の形態１にかかる婦人用パンツ１は、通常の下着の上に直接着
用するだけで、着心地良く腹部中心線及び下腹部を引き締めてスタイル良く見せることが
できる。
【００３５】
　なお、本実施の形態１においては、腹部中心線と下腹部に当る袋布５の部分に伸縮性の
ない生地を用いたが、下腹部の弛みのみが気になる場合には、下腹部に当る袋布５の部分
のみに伸縮性のない生地を用いても構わない。



(6) JP 4341965 B2 2009.10.14

10

20

30

40

50

【００３６】
実施の形態２
　次に、本発明の実施の形態２について、図５乃至図７を参照して説明する。
【００３７】
　図５は本発明の実施の形態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての婦人用
パンツを背面から見た全体図である。図６は本発明の実施の形態２にかかるシェイプアッ
プ機能付きボトムスのバックガードル部分を示す拡大図である。図７は本発明の実施の形
態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展開仕様を示す図である。
【００３８】
　図５に示されるように、本実施の形態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとし
ての婦人用パンツ１１は、ベルト部１２に複数のベルト通し１３が取付けられ、ベルト部
１２の下から股下よりさらに下の部分まで、左右２枚ずつのパワーネット生地１４ａ，１
４ｂが後身頃の裏側に設けられている。そして、股下から左右のヒップラインに沿って第
３のパワーネット生地１４ｃが脇線Ｓまで縫付けられている。このようにして、婦人用パ
ンツ１１の後身頃の裏側にバックガードル１４が形成されている。
【００３９】
　このバックガードル１４部分について、図６を参照してさらに詳しく説明する。図６に
示されるように、後中心ＢＣ側から第１の後身１４ａ、第２の後身１４ｂ、そしてこれら
に重なって第３の後身１４ｃが斜めに縫付けられる。第１の後身１４ａの内股部分は後身
頃に止め付けられ、第１の後身１４ａの後中心ＢＣ部分は、図６に示されるバックガード
ル１４の左側と対になる右側のバックガードル１４の後中心ＢＣ部分と約１ｃｍ重ねてジ
グザグミシンで縫われ、第１の後身１４ａと第２の後身１４ｂも約１ｃｍ重ねてジグザグ
ミシンで縫われる。さらに、第１の後身１４ａの後中心ＢＣの重ね縫いした股座部分には
、弾性材としてのゴムベルト１５が所定の長さに亘って縫付けられている。
【００４０】
　そして、第１の後身１４ａと第２の後身１４ｂに重ねて、第３の後身１４ｃが両端を約
１ｃｍずつジグザグミシンで縫付けられる。また、脇線Ｓは後身頃と合わせてロックをか
け地縫いされる。また、図６に示されるように、バックガードル１４の股下部分の長さは
約７ｃｍとされている。バックガードル１４の股下が短すぎるとヒップラインを持ち上げ
る効果が得られ難く、またバックガードル１４の股下が長すぎるとパワーネット生地によ
る締め付けて持ち上げる効果がヒップ部分まで及ばないからである。即ち、短すぎず長す
ぎず適度な股下長さとすることによって、ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持
上げられて、美しいヒップラインが形成される。
【００４１】
　このように第１の後身１４ａの後中心ＢＣの股座部分に弾性材としてのゴムベルト１５
を叩くことによって、この部分がギャザーになりヒップ部分の丸みを強調して包み込むこ
とができる。また、第１の後身１４ａと第２の後身１４ｂを一体にせず縦方向に２枚に接
いでいるのも、ヒップ部分の丸みを強調するためである。
【００４２】
　さらに婦人用パンツ１１の全体構造とその効果について、図７を参照して説明する。図
７に示されるように、ゴム芯のベルト部１２ａとインベル芯のベルト部１２ｂの縫着部に
は、ベルト通し１３が取付けられて縫い目を覆い隠している。なお、本実施の形態２の婦
人用パンツ１１においては、ベルト部１２の全周をゴム芯としても良い。前中心ＦＣのベ
ルト部１２にはカギホックの雄側１７ａと雌側１７ｂがそれぞれ縫付けられ、さらにスナ
ップの雄側１８ａと雌側１８ｂもそれぞれ縫付けられ、これらを嵌合させることによって
前明を閉じることができ、前ファスナーを閉じて着用することができる。
【００４３】
　ここで、後中心ＢＣの左右にはパワーネット生地１４ａ，１４ｂ，１４ｃからなるバッ
クガードル１４が縫付けられているため、これによって着用するだけでバックガードル１
４によって、ヒップ部分が弛み気味の人でも特にパワーネット生地１４ｃによってヒップ
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部分が持上げられて、美しいヒップラインが形成される。
【００４４】
　このようにして、本実施の形態２にかかる婦人用パンツ１１においては、通常の下着の
上に直接着用するだけで着心地良くヒップラインを持ち上げてスタイル良く見せることが
できる。
【００４５】
実施の形態３
　次に、本発明の実施の形態３について、図８乃至図１１を参照して説明する。
【００４６】
　図８（ａ）は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての
婦人用パンツを正面から見た一部省略図、（ｂ）は背面から見た一部省略図である。図９
は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの両脇ポケット袋布の
一方（右側脇ポケット）を透視して見た状態を示す透視図である。図１０は本発明の実施
の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスのバックガードル部分を示す拡大図で
ある。図１１は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展開仕
様を示す図である。
【００４７】
　図８（ａ）に示されるように、本実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトム
スとしての婦人用パンツ２１は、ベルト部２に複数のベルト通し３が取付けられ、両脇に
ファスナー付き脇ポケット４が設けられている。これらのファスナー付き脇ポケット４の
袋布５は、前中心の前ファスナーの脇に縫付けられている。また、図８（ｂ）に示される
ように、婦人用パンツ２１の背面には、ベルト部２の下から股下よりさらに下の部分まで
、左右２枚ずつのパワーネット生地１４ａ，１４ｂが後身頃の裏側に設けられている。そ
して、股下から左右のヒップラインに沿って第３のパワーネット生地１４ｃが脇線Ｓまで
縫付けられている。このようにして、婦人用パンツ２１の後身頃の裏側にバックガードル
１４が形成されている。
【００４８】
　即ち、本実施の形態３にかかる婦人用パンツ２１は、上記実施の形態１の婦人用パンツ
１と実施の形態２の婦人用パンツ１１とを合体させたような構造を持っており、それぞれ
の機能を併せ持ったものとなっている。
【００４９】
　したがって、図９に示されるように、婦人用パンツ２１の脇ポケット４の袋布５は１枚
の裏布と３枚の表布が縫い合わされることによって形成されている。表布を構成する３枚
の生地５ａ，５ｂ，５ｃのうち、生地５ａは伸縮性の多少ある生地であるが、生地５ｂ，
５ｃは伸縮性の全くない特殊な生地が用いられており、これら３枚の生地５ａ，５ｂ，５
ｃはそれぞれの境界で約１ｃｍ重ねられて、ジグザグに縫い合わされている。こうしてで
きた３枚の生地５ａ，５ｂ，５ｃからなる表布が、１枚の裏布５ｄに周辺を縫付けられて
袋布５となり、この袋布５は想像線で示されるようにベルト部２と前ファスナー取付け部
９と脇線Ｓとに縫付けられている。なお、裏布５ｄは生地５ａと同様の伸縮性の多少ある
生地からなる。
【００５０】
　ここで、ベルト部２ｂには伸縮性の全くない生地５ｂが縫付けられるため、ベルト部２
ｂの芯としても伸縮性のないインベル芯が用いられ、一方ベルト部２ａには伸縮性のある
生地５ａが縫付けられるため、ベルト部２ａの芯としても伸縮性のあるゴム芯が用いられ
る。これらのインベル芯とゴム芯は縫付けられて繋ぎ合わされ、その上にベルト通し３が
取付けられて縫い目を覆い隠している。さらに、生地５ａの縫合されない斜めの線は想像
線で示されるようにファスナー付きの脇ポケット口４を形成しており、同じく想像線で示
される前身頃の一部６と対向する前身頃との間にファスナーが取付けられる。
【００５１】
　また、婦人用パンツ２１のバックガードル１４は、図１０に示されるように、後中心Ｂ
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Ｃ側から第１の後身１４ａ、第２の後身１４ｂ、そしてこれらに重なって第３の後身１４
ｃが斜めに縫付けられる。第１の後身１４ａの内股部分は後身頃に止め付けられ、第１の
後身１４ａの後中心ＢＣ部分は、図１０に示されるバックガードル１４の左側と対になる
右側のバックガードル１４の後中心ＢＣ部分と約１ｃｍ重ねてジグザグミシンで縫われ、
第１の後身１４ａと第２の後身１４ｂも約１ｃｍ重ねてジグザグミシンで縫われる。さら
に、第１の後身１４ａの後中心ＢＣの重ね縫いした股座部分には、弾性材としてのゴムベ
ルト１５が所定の長さに亘って縫付けられている。そして、第１の後身１４ａと第２の後
身１４ｂに重ねて、第３の後身１４ｃが両端を約１ｃｍずつジグザグミシンで縫付けられ
る。また、脇線Ｓは後身頃と合わせてロックをかけ地縫いされる。
【００５２】
　また、図１０に示されるように、バックガードル１４の股下部分の長さは約７ｃｍとさ
れている。バックガードル１４の股下が短すぎるとヒップラインを持ち上げる効果が得ら
れ難く、またバックガードル１４の股下が長すぎるとパワーネット生地による締め付けて
持ち上げる効果がヒップ部分まで及ばないからである。即ち、短すぎず長すぎず適度な股
下長さとすることによって、ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げられて、
美しいヒップラインが形成される。
【００５３】
　このように第１の後身１４ａの後中心ＢＣの股座部分に弾性材としてのゴムベルト１５
を叩くことによって、この部分がギャザーになりヒップ部分の丸みを強調して包み込むこ
とができる。また、第１の後身１４ａと第２の後身１４ｂを一体にせず縦方向に２枚に接
いでいるのも、ヒップ部分の丸みを強調するためである。
【００５４】
　さらに婦人用パンツ２１の全体構造とその効果について、図１１を参照して説明する。
図１１に示されるように、ゴム芯のベルト部２ａとインベル芯のベルト部２ｂの縫着部に
は、ベルト通し３が取付けられて縫い目を覆い隠している。前中心ＦＣのベルト部にはカ
ギホックの雄側８と雌側７がそれぞれ縫付けられ、これらを嵌合させることによって前明
を閉じることができ、前ファスナーを閉じて着用することができる。
【００５５】
　ここで、前中心ＦＣと脇線Ｓの間の裏側には破線で示されるように袋布５が縫付けられ
ており（図示省略されているが、前中心ＦＣの反対側も同様である。）、図９で説明した
ように、袋布５の表布の一部即ち生地５ｂ，５ｃは伸縮性が全くないため、この婦人用パ
ンツ２１を着用することによって前中心ＦＣの両脇（腹部中心線）と下腹部が押え付けら
れて、腹部・下腹部が出ている人でも美しい平坦な腹部・下腹部のシルエットが得られる
。
【００５６】
　また、後中心ＢＣの左右にはパワーネット生地１４ａ，１４ｂ，１４ｃからなるバック
ガードル１４が縫付けられているため、これによって着用するだけでバックガードル１４
によって、ヒップ部分が弛み気味の人でも特にパワーネット生地１４ｃによってヒップ部
分が持上げられて、美しいヒップラインが形成される。
【００５７】
　このようにして、本実施の形態３にかかる婦人用パンツ２１は、通常の下着の上に直接
着用するだけで、着心地良く腹部中心線及び下腹部を引き締めるとともに、ヒップライン
を持ち上げてスタイル良く見せることができる。
【００５８】
　なお、本実施の形態３の婦人用パンツ２１においては、腹部中心線と下腹部に当る袋布
５の部分に伸縮性のない生地を用いたが、下腹部の弛みのみが気になる場合には、下腹部
に当る袋布５の部分のみに伸縮性のない生地を用いても構わない。
【００５９】
実施の形態４
　次に、本発明の実施の形態４について、図１２乃至図１４を参照して説明する。
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【００６０】
　図１２（ａ）は本発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとして
の婦人用パンツを正面から見た全体図、（ｂ）は背面から見た全体図である。図１３は本
発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展開仕様を示す図である
。図１４は本発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの裏側から見
た展開仕様を示す図である。
【００６１】
　図１２（ａ），（ｂ）に示されるように、本実施の形態４にかかるシェイプアップ機能
付きボトムスとしての婦人用パンツ３１は、ベルト部２２から股下近傍にかけてパワーネ
ット生地からなるガードル部分２４が全周に亘って設けられている。なお、両脚部下端の
裾部分はロックルイス始末されている。
【００６２】
　そして、図１３の展開仕様図に示されるように、ベルト部２２の前中心ＦＣにはカギホ
ックの雄側２８と雌側２７がそれぞれ縫付けられており、これらを嵌合させて前ファスナ
ーを閉じることによって着用することができる。
【００６３】
　さらに、図１４の裏側展開仕様図に示されるように、ガードル部分２４は後中心ＢＣの
左右に各３枚のパワーネット生地２４ａ，２４ｂ，２４ｃから構成されている。パワーネ
ット生地２４ａは図示しない右側の左右対称のパワーネット生地２４ａと約１ｃｍ重ねら
れて縫付けられ、この重なり部分には所定の長さのゴムテープ２５が縫付けられている。
また、パワーネット生地２４ａの左端はパワーネット生地２４ｂと約１ｃｍ重ねられてジ
グザグミシンで縫付けられ、これら縫付けられたパワーネット生地２４ａとパワーネット
生地２４ｂの裏側から、図１４に示されるような形状のパワーネット生地２４ｃがやはり
ジグザグミシンで縫付けられる。したがって、パワーネット生地２４ｃの部分のみ、パワ
ーネット生地が二重になっている。
【００６４】
　このようにして形成されたガードル部分２４は、ベルト部２２と前中心ＦＣにおいて前
身頃に縫付けられ、他の部分は内股先端が前身頃股座部分に止められるのみで、あとの部
分はフリーになっている。これによって、着用したときにパワーネット生地の伸縮力で下
腹部も締め付けられ、ヒップ部分も持ち上げられて、下腹が出ている人でも平坦な下腹部
のシルエットが得られるとともに、ヒップ部分が弛み気味の人でもヒップ部分が持上げら
れて、美しいヒップラインが形成される。
【００６５】
　このようにして、本実施の形態４にかかる婦人用パンツ３１は、通常の下着の上に直接
着用するだけで着心地良く下腹部を引き締めるとともにヒップラインを持ち上げてスタイ
ル良く見せることができる。
【００６６】
実施の形態５
　次に、本発明の実施の形態５について、図１５及び図１６を参照して説明する。
【００６７】
　図１５は本発明の実施の形態５にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての婦人
用パンツを背面から見た全体図である。図１６は本発明の実施の形態５にかかるシェイプ
アップ機能付きボトムスのバックガードル部分を示す拡大図である。
【００６８】
　図１５に示されるように、本実施の形態５にかかるシェイプアップ機能付きボトムスと
しての婦人用パンツ４１は、ベルト部３２に複数のベルト通し３３が取付けられ、ベルト
部３２の下から股下よりさらに下の部分まで、左右２枚ずつのパワーネット生地３４が後
身頃の裏側に縫付けられている。このようにして、婦人用パンツ４１の後身頃の裏側に左
右１対のバックガードル３４が形成されている。そして、これらのバックガードル３４の
上端中央部分には、破線で示されるようにそれぞれパワーネット生地をたたんで形成され
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たダーツ３６が１つずつ設けられている。このように簡単な構造であるため、製造も容易
であり、製造コストを低減することができる。
【００６９】
　このバックガードル３４部分について、図１６を参照してさらに詳しく説明する。図１
６に示されるように、バックガードル３４の後中心ＢＣ部分は、図１６に示されるバック
ガードル３４の左側と対になる右側のバックガードル３４の後中心ＢＣ部分と約１ｃｍ重
ねて通常のステッチ縫いでミシンで縫われ、さらに左右のバックガードル３４の後中心Ｂ
Ｃの重ね縫いした股座部分には、弾性材としてのゴムベルト３５が所定の長さに亘って縫
付けられている。そして、バックガードル３４の上端には、前述の如くパワーネット生地
をたたんで形成されたダーツ３６が１つずつ設けられている。また、脇線Ｓは後身頃と合
わせてロックをかけ地縫いされる。
【００７０】
　このように、本実施の形態５にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての婦人用
パンツ４１においては、ダーツ３６部分のみは後身頃に縫付けられていないため、ダーツ
３６部分の伸縮によってヒップ部分を立体的に見せることができ、ヒップ部分が弛み気味
の人でもヒップ部分が持上げられて、美しいヒップラインが形成される。さらに、バック
ガードル３４の後中心ＢＣの股座部分に弾性材としてのゴムベルト３５を叩くことによっ
て、この部分がギャザーになりヒップ部分の丸みを強調して包み込むことができる。
【００７１】
　このようにして、本実施の形態５にかかる婦人用パンツ４１は、簡単な構造で製造もよ
り容易であって低コスト化でき、通常の下着の上に直接着用するだけで着心地良くヒップ
ラインを持ち上げてスタイル良く見せることができる。
【００７２】
　上記各実施の形態においては、シェイプアップ機能付きボトムスの具体例として婦人用
パンツについて説明したが、ボトムスとしては他にも紳士用ズボン、八部丈パンツ、膝丈
パンツ、スカート（特にタイトスカート）等にも適用することができる。
【００７３】
　また、上記各実施の形態においては、前明部分を結合する結合具としてカギホック及び
スナップを用いているが、結合具としては他にもドット釦、ボタンとボタンホール、接着
布（マジックテープ（登録商標））等を用いることができる。
【００７４】
　本発明を実施するに際しては、シェイプアップ機能付きボトムスのその他の部分の構成
、形状、数量、材質、大きさ、接続関係等についても、上記各実施の形態に限定されるも
のではない。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】図１は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての
婦人用パンツを正面から見た全体図である。
【図２】図２は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの両脇ポ
ケット袋布の一方（右側脇ポケット）を透視して見た状態を示す透視図である。
【図３】図３（ａ），（ｂ）は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボ
トムスの両脇ポケット袋布の一方（右側脇ポケット）の作製方法を示す説明図、（ｃ）は
使用状態を示す説明図である。
【図４】図４は本発明の実施の形態１にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展開仕
様を示す図である。
【図５】図５は本発明の実施の形態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとしての
婦人用パンツを背面から見た全体図である。
【図６】図６は本発明の実施の形態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスのバック
ガードル部分を示す拡大図である。
【図７】図７は本発明の実施の形態２にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展開仕
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様を示す図である。
【図８】図８（ａ）は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスと
しての婦人用パンツを正面から見た一部省略図、（ｂ）は背面から見た一部省略図である
。
【図９】図９は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの両脇ポ
ケット袋布の一方（右側脇ポケット）を透視して見た状態を示す透視図である。
【図１０】図１０は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスのバ
ックガードル部分を示す拡大図である。
【図１１】図１１は本発明の実施の形態３にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展
開仕様を示す図である。
【図１２】図１２（ａ）は本発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトム
スとしての婦人用パンツを正面から見た全体図、（ｂ）は背面から見た全体図である。
【図１３】図１３は本発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの展
開仕様を示す図である。
【図１４】図１４は本発明の実施の形態４にかかるシェイプアップ機能付きボトムスの裏
側から見た展開仕様を示す図である。
【図１５】図１５は本発明の実施の形態５にかかるシェイプアップ機能付きボトムスとし
ての婦人用パンツを背面から見た全体図である。
【図１６】図１６は本発明の実施の形態５にかかるシェイプアップ機能付きボトムスのバ
ックガードル部分を示す拡大図である。
【符号の説明】
【００７６】
　１，１１，２１，３１，４１　シェイプアップ機能付きボトムス
　４　脇ポケット
　５　袋布
　５ａ　伸縮性を有する生地
　５ｂ，５ｃ　伸縮性のない生地
１４，３４　バックガードル
１４ａ，１４ｂ，１４ｃ，２４ａ，２４ｂ，２４ｃ　パワーネット生地
２４　ガードル部分
３６　ダーツ
ＢＣ　後中心
ＦＣ　前中心
Ｓ　脇線
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